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原子は人工によりて攣幽す（講演）
　　　　　　　　〔績　き〕
窒北帝國大學敏授理學博士荒勝女策
　　U．粒子の衝撃による原子の破壊璽縛　（其ノニ）　ニウトロンの放出
　前に，Be，　Li，等は，　a粒子で衝撃致しましても別にProtonを放出すると
云ふ事を槍出し得なかったのでありますが，Bothe蚊に：Beckerは，これ等
の原子にPoloniumから出て來るα粒子を衝てますと，非常に貫通力の張い
7線が出る事を見出しました．佛のCurie蛇にJoliotは此現象に興味を持ち
まして，第四圖の如き装置を以てこのγ線のエネルギ1を決定しようと致
しました・即ち，Poloniumより出るα線に曝されたBeより出るr線と思
はれるこの放射線を，種々の物質に吸汗せしめる事をしたのであります．所
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が，奇妙な事には，水素を多量に含める
物質（例へばパラフィン）を通過せしめる
と，電氣計へは其放射線の張さが却って
白く，其二：倍にも三倍にも表はれ，る事を
見たのであります．これは貫通力強き放
射線が水素原子に衝突し，爲めに反動プ
ロトンを追出し，それが電離室に入り來
た爲に，電富士には透く表はれたもので
あらうと云ふ事に氣が附v・たのでありま
す．從て，其反動プロトンの最大エネル
ギ1を知れば，この放射線のエネルギ】
は明になるものであるとの見解を持しま
して，この反動プロトンの到程26cm速
度3x109’Cm／secより，この放射線をγ線
と考へれば，それは大約50　X　106　electron
天界　156 原子は人工によりて憂轄す 203
voltのものであると云ふ見當を附けたのであります．
　Chadwickは非常にこの現象に興味をもちまして，　Curieの研究に再槍討を
試みたのであります．ことに多量のPolOniumを集め，強力なるα線原を得
て，之をBe，　B．に衝てs見まして，之をWilson雲霧法によって，この反動
原子の出る歌況をも葛眞をとって見たのであります．上記貫通力の張い放射
線を7線と見ますと，共エネルギ1は，水素原子の反動からの計算（50×IO6
electfon　volt）と，窒素原子（N）の反動（到程3mm．速度4×10s　cm／sec）からの
計算（90　x　IO6　electron　volt）とでは，其のエネルギ1に大きな喰ひ遠ひが生
じて滲つたのであります。從て，之は7線では無くて，何か物質粒子ではあ
るまいかとの考への下に，それの水素との衝突の際の反動と，窒素に及ぼす
反動との實三値より共の物質粒子の質量を計算してみたのでありますが，ほ
N’Protonと同様の質量：のものであることを知ったのであります．其貫通力の
張いことから見て，この粒子は多分陽電氣をも，陰暉暉をも，もたぬものに
蓮ひないと判断いたしました．實際第五圖にある様に，共足跡爲眞によって
　　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　圖
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見ても，一霞の如く，共足跡皆無の粒子が急に水素，窒素等と衝突して反動
を起し，後述の如く，叉原了’破壊の作用を起してみるのであります．この
Protonと約同量の質量を有する中性の粒子をNeutron（中性子）と名付けた
のであります．かくてBe，　Li等rz粒子でP且uton放出の現貌を見なかった
元素は，呪粒子の衝撃によりNeutronを放出することを知りまして，吾々は
204 原子は人工によりて攣輔す 天界　156
原子核構造の一要素に，叉新しV・一つの粒子を見たわけであります．Chadwick
はこのNeutronが，昔Rutherfordの想像したNeutronと同様，　Protonと
electronとの密者結合して生じたものであると解繹してみるのでありますが，
叉學者の中には，この粒子を，爾ほ根本的なものであるとの考へを持してみ
る者もあるのであります．今日の所，未だこれを穿索結論する所までには實
験は達してみないのであります．伯林のReichsanstaltでは，地球上に於ける
B．Beの艦物分布と，放射能分布との關係より見て，日夜生するであらう
このNeutronの地球歴史の時門中に生じた総量の見回から見て，果して，大
氣中より液化凝集の方法により，Neu亡1’Ollを集牧し得るや否やの實験をV・た
しましたが，未だ確たる謹稼は得られないのであります．何しろ中性である
ために他の物質の原子，分子と交渉をもつこと至って少く，一定容器に牧む
ること自艘に已に困難がありまして，其物理的諸性質を普通には槍出するこ
とは六ケ回しV・ことでありますから，この様な意味で，Neutronを掴むこと
は絵程困難なことであります．
　さてBoronからNeutronの出る機構は，どう考へられてるるかと申しま
すと，BiOはα粒子の衝撃ではProtOnを放出することを知ってゐますから，
ニウ5ロンを放出するものは，多分Bltであらうと見られるのであります・
從て今NeutrOn放出の際のL三王「を
　　B】1十He‘〆→AT　14十nソ「
と考へますと，エネルギ1封質量關係式は
　　B11の質量十He4の質量十He4の運動量罵N14の質量十nlの質量十N14の
　　運動量十nlの運動量
となります．今
　　Bll＝11．00825±O．OO16　　He4＝4．00106士O．OOe）　　N14＝14．0042士0．006
　　α粒子の蓮動量＝0．00565　　ニウトロンの蓮動量＝一〇．0035
　　Nの反動＝0，00061
を入れますと，NeutrOnの質量は酸素を］6として1．0067となります．　自由
Protoii，自由electronの質量の和は1．0078でありますから，回りにNeutron
がProtollと：Electromとの結合によって出語たとすれば，一二百萬Electro1ユ
型鋼　156 原子は人工によりて減段す 205
Volt程度の質量の訣損をしたことになるのであります．それは兎に角として，
この様な調和から見てこの際の出内事は
　　B’1十He4ul＝Ni4十ni／，
なる現象であると思はれるのであります．同様にBe9がu．粒子の衝撃によっ
てNeutronを放出するL二丁「は
　　Be9十He““1　＝　C’L’十nil
であらうと思はれるのであります．
　　ニウトロンの衝撃による原子の破壊塑轄　（tZ粒子の放出）
　FeatherはChadwickの考へに從ひまして，　Ncutronの諸物質に封ずる作用
を實爲してみる際，N　eutronが窒素原子と一一を起す時，軍に反動現象を
表はすだけでは無く，窒素原子に突入し，これに破壌を惹き起し，a粒子を
放出することが屡々あることを見たのであります．第六圖にあります様に，
　　　　　　　　　　　　　第　　　六　　　圖 ?、?
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　　　　　　　　　　中性子によるN原子よりのα粒子放出
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　Neutronハ！の方向にBe－P（・の混合から來て居るのでありますが，共途は
全く表はれて居りませぬ．それは自身電氣を帯びてみないので，室中を疾走
通過する際，何等電離作用を起さないからであります．それが丁度窒素原子
と正面衝突致しますと，多分共中に突進し之れを擾齪して，逮にα粒子を放
2e6 原子は人工によりて墾諭す 天界　156
出することになったものと見えるのであります・α粒子の放出と同時に，反
動を凝りの原子に及ぼすのでありまして，爲めにα＼／β形にβの足跡を生
するのであります．若しニウトロンが衝突する爲で無く，自然にかNる崩壌
が起るならば，e．←・→βとαとβは一直線をなして破裂するのでありませう
が，ニウトロンの蓮動量のために角度が生するものと思はれるのであります．
從て適當に計算を致しますと，ニウトロンの蓮動量，反動原子の質量等が推
測され，この際起る感化學作用に就て其経緯を窺ふことが出來るのでありま
す．專門技術の討議の結果，これは窒素の中にニウトロンが入込んで其一員
となり，姫戸α粒子を放出し，後に新原子BI1を熱して安定すると云ふ事件
であると解繹されたのであbます．自口ちN］4＋n】〆＝＝aY＋B11／なる超化學
作用を生じたものと見るのが最も安當であると云ふのであります．一一meα粒
子の衝撃によってニウトロンがBltより放出されるL化學「は，其エネルギ1
關係から見てB11十He’i〆＝Ni’4＋nゾであると思はれますから，結局此際は，
B11十Ile4；≧N14＋nlなるし可逆丁丁「が起るものと見られるのであります・（績⇔
　　　　　　　　　　　　花　山　だ　よ　り
　二月1日から公文氏が宿舎に泊られる様になったので，宿舎は大士賑やかに
なる．術ほ同氏は今後天文毫で，毎日無線報時受信，時計比較，時刻天測等
を受け持たれる事：になった．
　14日の日食は南洋では快晴で大成功の由，詳細は柴田先生の遠征日誌を見
る事として，京都では甚だ不良な三塁であった．山本馬長は風邪氣にて熱の
あるのを押して山に來られた．爾ほ此の日は朝日新聞肚の繊三日として百裁
許りの人々が天文墓につめかけ大攣な騒ぎであった．
　昨年末野から市内に流行してみた感冒は今月中頃から山を襲ひ団員一ケ月
重の差こそあれ恨みなしに流行を追った次第である．殊に山本先生は日食の
日に無理をされた爲めか飴病を丁丁されたが，月末には山に來られる様にな
られ．た．　（1934・2・28）星見山人
　　　　　　　　　最近の花山ブレテン
　ブレテンは1921年12月12日天文同好會から創刊され，1929年7月3日（第154號）
よりは京都白藍大學天三下教室聾心となり，更に同年］1月7日（第160號）以來は花
山天丈皇螢行となったもので，目的は，天交學上の研究に必要な諸II文告，ニウス
及び論丈抜梓等を載せ，高級な國際的學術雑誌の鵬裁を備へてるる・創刊括袖，
用語は專ら英語であったが，合1933年末から編輯方針更新を期として，B本語を
も加へ，一舐園の研究者のため利便を護ることとなった・配布希望者は，郵券貼
布の封筒（宛名を記入）と，二二（毎月15鍍の割）とを東亜天国協會事務所に途られ
れば（襯測部員の資格を認めて）配布を受けることが出來る・
